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２学
がっ

期
き

が始
はじ

まりました   ↑↑↑６年生の作品「あられ」です  

 今
こ

年
とし

は長
なが

い夏
なつ

休
やす

み。連
れん

日
じつ

、暑
あつ

い日
ひ

が続
つづ

いた４５日
にち

間
かん

の休
やす

みが終
お

わ

り、一
いっ

週
しゅう

間
かん

がたちました。今
こん

週
しゅう

から、また日
にち

常
じょう

の日
にっ

課
か

にもどります。

始
し

業
ぎょう

式
しき

にて、元気
げ ん き

なわかたけさんたちとの再
さい

会
かい

に喜
よろこ

び、また、互
たが

いに楽
たの

しそうにおしゃ

べりしている様
よう

子
す

に「やっぱり学
がっ

校
こう

はいいな～」と実
じっ

感
かん

しました。2学
がっ

期
き

も職
しょく

員
いん

一
いち

同
どう

、

「愛
あい

」をもって教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

を進
すす

めていきます。保
ほ

護
ご

者
しゃ

のみなさま、地
ち

域
いき

のみなさま、変
か

わら

ぬご支
し

援
えん

ご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いします。 

                                                                                            

 行
ぎょう

事
じ

が盛
も

りだくさんの三
み

重
え

北
きた

小
しょう

学
がっ

校
こ う

  取り組みを通して「力」をつける 

２学
がっ

期
き

も、行
ぎょう

事
じ

がたくさん予
よ

定
てい

されています。三
み

重
え

北
きた

小
しょう

が誇
ほこ

る「地
ち

域
いき

学
がく

習
しゅう

」、宿
しゅく

泊
はく

を伴
ともな

う、５年
ねん

「自
し

然
ぜん

教
きょう

室
しつ

」（10/5，6）、６年
ねん

「修
しゅう

学
がく

旅
り ょ

行
こう

」（10/26，27）。各
かく

学
がく

年
ねん

「スマイ

ル交
こう

流
りゅう

（小
しょう

規
き

模
ぼ

校
こう

アシスト事
じ

業
ぎょう

）、運
うん

動
どう

会
かい

（11/7）、５，６年
ねん

三
さん

泗
し

音
おん

楽
がく

会
かい

（11/12）、 

社
しゃ

会
かい

見
けん

学
がく

。また、みんなの意
い

見
けん

や思
おも

いを吸
す

い上
あ

げ、児
じ

童
どう

会
かい

が企
き

画
かく

運
うん

営
えい

する「〇〇集
しゅう

会
かい

」や、４～６年からなる各
かく

委
い

員
いん

会
かい

では、日
にち

常
じょう

的
てき

に児
じ

童
どう

主
しゅ

体
たい

のキャンペーンや取
と

り組
く

みが繰
く

り広
ひろ

げられます。ぜひとも三
み

重
え

北
きた

小
しょう

学
がっ

校
こう

の子
こ

どもたちには、「ただ行
ぎょう

事
じ

をこなす」のではなく、行
ぎょう

事
じ

（取
と

り組
く

み）に「目
もく

的
てき

」

（何
なに

をめざすのか）と「自
じ

分
ぶん

につけたい力
ちから

」（何
なに

をつかむのか）を明
あき

らかにしながら、 

自
みずか

ら主
しゅ

体
たい

的
てき

に取
と

り組
く

み、よりよき挑
ちょう

戦
せん

をしていってほしいと思
おも

います。 
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きょうから はじまる ２学
がっ

期
き

 みえきたものがたり  ２学
がっ

期
き

始
し

業
ぎょう

式
しき

での話
はなし

 

みんなが安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

できる三
み

重
え

北
きた

小
しょう

学
がっ

校
こう

に                                  ひとをたいせつにしよう                  

ともだち 家
か

族
ぞく

 地
ち

域
いき

の人
ひと

 自
じ

分
ぶん

にかかわる人
ひと

 そして、学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

・職
しょく

員
いん

 もちろんそれ

以
い

外
がい

の人
ひと

たちも。わたし（わたしたち）の生
せい

活
かつ

に欠
か

かせない、わたしを支
ささ

えてくれる人
ひと

たち

のことを想
おも

い、その「つながり」を大
たい

切
せつ

にしていこう。 遣
つか

う言
こと

葉
ば

も考
かんが

えたい。（言
こと

葉
ば

遣
づか

い）  

１学
がっ

期
き

の「三
み

重
え

北
きた

まつり」にて、全
ぜん

校
こう

児
じ

童
どう

で「ニョッキ―の帽
ぼう

子
し

」を完
かん

成
せい

させました。

ニョッキ―の帽
ぼう

子
し

にそれぞれ、自
じ

分
ぶん

が好
す

きな色
いろ

をぬりました。こめた思
おも

いは、「自分
じ ぶ ん

の好
す

き

なものを好
す

きと言える」ということ。（表
ひょう

現
げん

する）  ６年
ねん

生
せい

からのとても尊
とうと

い発
はっ

信
しん

でした。 

まず、「好
す

きと言
い

える」には、否
ひ

定
てい

されない、想
おも

いが尊
そん

重
ちょう

さ

れる安
あん

心
しん

できる環
かん

境
きょう

でなければなりません。これをみんなで

作
つく

っていきたいです。さらに、三
み

重
え

北
きた

小
しょう

の子
こ

どもたちには、

「〇〇さんは～～が好
す

きなんだ」を知
し

るだけに終
お

わらず、「そ

の想
おも

いを聴
き

こう」とコミュニケーションをとり、よりよく知
し

り合
あ

う自
し

然
ぜん

な関
かん

係
けい

を築
きず

いてほ

しいと思
おも

います。それにより、自
じ

分
ぶん

にはなかった感
かん

じ方
かた

や、価
か

値
ち

観
かん

に出
で

あうことができ、そ

の積
つ

み重
かさ

ねが人を「豊
ゆた

か」にします。 

今
いま

の社
しゃ

会
かい

は「多
た

様
よう

化
か

」にあり、人
ひと

も、価
か

値
ち

観
かん

も多
た

様
よう

です。さまざまな違
ちが

いを前
ぜん

提
てい

に 

尊
そん

重
ちょう

しあうことが大
たい

切
せつ

です。１学
がっ

期
き

の６年
ねん

生
せい

の発
はっ

信
しん

から、全
ぜん

校
こう

が表
ひょう

現
げん

したことをつなぎ、

「ひとをたいせつにするということとは」、「安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

できるとは」について、日
にち

常
じょう

や

人
じん

権
けん

学
がく

習
しゅう

を通
とお

してみんなで考
かんが

え、実
じつ

現
げん

していきたいです。「ニョッキ―の帽
ぼう

子
し

」を 

キーワードに、日
ひ

々
び

、確
たし

かめあいながら、子
こ

どもたちにとって、安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

できる「誇
ほこ

れ

る学校」「通
かよ

うのが楽
たの

しい学
がっ

校
こう

」づくりに、努
つと

めます。ぜひとも保
ほ

護
ご

者
しゃ

、地
ち

域
いき

のみなさまに

も引
ひ

き続
つづ

き、お支
ささ

えいただきますようよろしくお願
ねが

いします。 


